
  

 

平成 29年 鳥羽市教育委員会会議録 

 

第11回 定例会 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

場 所     鳥羽市教育委員会事務局 教育長室 

期 日     平成 29年 11月 29日（水） 

 

開 会     午後 1時 30分 

 

閉 会     午後 3時 30分 

 

 

出席委員 

委   員    山 下 隆 広 

委   員    亀 川 聖 子 

委   員    江 崎 ユ ミ 

委   員    岡 村 忠 夫 

教 育 長    小  竹  篤 

 

 

出席職員（説明員及び書記） 

総 務 課 長    世 古 雅 人 

学校教育課長   岩 本 和 也 

生涯学習課長   榎   高 広 

（書 記） 

総務課長補佐   寺 本 晃 洋 
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件   名 
日程第１ 

会議録（平成29年第10回定例会）の承認について 

 

意見及び指摘事項 

及び 

事務局説明 

 

【意見・指摘】 

 なし 

 

議 事 結 果 承 認 

 

件   名 
日程第２ 

  諸報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告】 

（教育長） 

1．諸活動    

10 月 27 日 (金) 海女サミット①（タラサ志摩）
10 月 28 日 (土) 海女サミット②（海の博物館）
10 月 29 日 (日) 台風22号（大雨・暴風警報発令）
10 月 30 日 (月) 離島留学地元説明会
10 月 31 日 (火) 菅島地区懇談会（統合問題・離島通学）
11 月 1 日 (水) 就学時健診

市議会（災害対応）
第2回成人式実行委員会

11 月 2 日 (木) 弘道小学校研究発表会
鳥羽高校活性化協議会
歯科医師との懇談

11 月 3 日 (金) 市民文化祭①（市民文化会館）
11 月 4 日 (土) 市民文化祭②（市民文化会館）

竹あかりと月あかり①（海の博物館）
11 月 5 日 (日) 竹あかりと月あかり②（海の博物館）

市民体育大会総合開会式
11 月 7 日 (火) 鳥羽市小学校音楽祭
11 月 9 日 (水) 鳥羽志摩幼稚園研究会
11 月 10 日 (金) 鳥羽市中学校音楽祭

全国幼児教育研究協会教育経営研修会①(ｼｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ)

11 月 11 日 (土) 全国幼児教育研究協会教育経営研修会②(ｼｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ)

11 月 13 日 (月) 南勢志摩地域教育長会議(伊勢庁舎)
11 月 14 日 (火) 鳥羽東中学校区人権教育実践交流会
11 月 15 日 (水) 鳥羽市へき地複式教育振興会懇談
11 月 16 日 (木) 長野県大町市教育視察団懇談
11 月 18 日 (土) 鳥羽市防災訓練・災害復旧訓練
11 月 19 日 (日) 全国離島大会〈アイランダー〉（東京）
11 月 20 日 (月) 官庁訪問（離島センター・国土交通省・三重テラス・

東京事務所・三ツ矢事務所）
11 月 24 日 (金) 鳥羽市校長会
11 月 25 日 (土) ＴＯＢＡウォーク（300名参加）
11 月 27 日 (月) 南勢志摩地域教育長会議(伊勢庁舎)
11 月 28 日 (火) 鳥羽市ＰＴＡ連絡協議会「語る会」

鳥羽高校関係者評議会
月 日
月 日
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報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 28 日 (火) 鳥羽市ＰＴＡ連絡協議会「語る会」
鳥羽高校関係者評議会

11 月 29 日 (水) 第11回定例教育委員会
11 月 30 日 (木) 土曜授業協議会

旧鳥羽小学校校舎活用についての意見交換会  

（教育長） 

11月 2日、歯科医師が来局し懇談しました。1歳 6か月児・3歳児・12歳

児の平成 27 年度の歯科健康診断で、鳥羽市の虫歯の保有率が県下で極めて

高いという結果が出ています。特に乳幼児の「う蝕
し

率」が高く、このことは

貧困の一つの症例であるとともに親の無関心も要因の一つと考えられると

いう話がありましたので、関係部署や学校とも情報を共有し、対応を検討し

ていきたいと考えています。 

 

2．児童生徒の活動       

(1)小中学校音楽祭について 

 小中学校の音楽祭に出席した。以前に比べると子どもたちは落ち着いてい

て、一所懸命取り組んでいる様子が伝わってきました。 

  

(2)鳥羽東中学校区の人権教育・交流会について 

 各校一所懸命取り組んでおり、小中学生のひたむきな姿勢がみられまし

た。 

 

(3)部活動の社会体育化について 

 レスリングとフェンシングの社会体育化については、三重県教育委員会か

ら鳥羽高校での練習は職員配置等の面で困難であるとの回答があったため

進んでいません。 

剣道については、市剣道協会のかたが中心となって、放課後の受け入れ態

勢を作っていただけるとのことで、平日の5日間については放課後にそこへ

通うことについて校長会での承諾も得ています。ただし、市剣道協会による

指導を部活動として扱うこととしたとき、指導を求めて区域外就学を希望す

る生徒が現れた場合に、それを認めるかどうかについて検討の必要がありま

す。 
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報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.各学校の様子        

(1)幼稚園の研究発表会 

11月 9日に磯部幼稚園で幼稚園の研究発表会が実施され、出席しました。 

志摩市では3～4歳を保育所で、5～6歳を幼稚園で過ごして小学校にあが

るというのが基本的な仕組みとなっていますが、本市はそういう仕組みは

ありません。都会の方では認定子ども園という制度もあります。本市の現

状として、近年は幼稚園への入園希望が減ってきているという状況もあり

ますので、将来的に幼稚園をどうしていくのかということを、先を見越し

て考えていかなければなりません。幼・保、小学校の間で意図的に交流を

していかなければならない時代がきていると思っています。 

三重県の資料によれば、幼稚園教諭、小学校教諭を 1 年単位で相互に派

遣するということが推奨されていました。そういった形で幼稚園教育から

小学校教育への橋渡しをうまくやっていくためには、本市の幼児教育をど

うしていけばいいのかということをあらためて考えさせていただいた研究

会でした。 

 

(2)保育士と幼稚園教員の人事交流を進める上での課題 

本市で採用されている保育士または幼稚園教諭は、一般的に保育士資格

と幼稚園教員免許の両方を持っているかたが多いのですが、保育士として

長く勤務されている方の中には、業務に携わる上で幼稚園教員免許が不要

であることから、幼稚園教員免許の更新時期に更新をしないことがあるよ

うです。このため、幼稚園教員を保育所へ、保育士を幼稚園へ配置する人

事交流が円滑にできないケースが出てきており、その対応が課題となって

きています。 

  

(3)第 2回みえスタディーチェックの実施要項について 

 2月に小学5年生と中学2年生を対象にみえスタディチェックが行われま

す。これまでの実施要項では、みえスタディチェックの実施を推進すると

いう記載内容でしたが、現在は「学校の意向を踏まえて」実施を進めると

いうふうに記載内容に変更がありました。このため、各校には職員会議等

において学校の意向を協議し決定するように伝えた結果、すべての小中学

校で参加することになりました。 
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報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

4．その他 

(1)平成 30年度の予算要望概要 

現在、新年度予算要望の時期となっています。 

(2)中央共同調理場の調理を民間委託することについての検討 

中央共同調理場では、今後 3 年間で 5 名の正規職員が退職する見込みの

ため、当面の調理員の体制は臨時職員の雇用で対応し、2年後に調理業務を

民間委託する方向で検討しています。なお、調理業務を民間委託する場合

においても、栄養教諭はそのまま残り、献立や食材の購入を従来どおり行

うことで、高い評価をいただいている学校給食を継続して提供できるよう

進めていきたいと考えています。 

(3)離島留学ＰＲ実施 

  ※日程第4、「その他」で担当課長より説明 

(4)就学援助費の年度内支給実施 

 これまで 4 月以降に支給していましたが、希望者には入学準備金を前倒

しして3月末までに支給するよう準備を進めています。 

 

 

 

委員質疑確認 

及び 

事務局応答説明 

 

 

【質疑・応答】  

5. その他 

（委員Ｂ） 

  歯科医師との懇談内容についてですが、子どもたちの虫歯保有率に関する

平成 27 年度より前のデータはありますか。以前からそうだったのか、最近

の傾向なのかが知りたいです。 

（教育長） 

  データの有無については確認します。歯科医師に一度来ていただいて話を

していただくなど、それぞれの専門的な立場から子どもたちがどのように見

えているかということを勉強することもいいことだと思います。 

  本市の場合、基本的に小学生の歯の治療は無料ですので、お金の問題では

ないと思います。子どもの虫歯に対して保護者の関心が向いていないのかも

しれません。 

委員意見要旨 

【意見】 

（委員Ｃ） 

1歳 6 か月児に関して言えば、本当に小さい子どもなので、プレパパ・マ

マへの指導や教育ということが必要になるのかなと思います。それと、子ど

もの虫歯に対して両親は関心が高くても、祖父母の関心が低いということも

あるかもしれません。色んな人に関心を持ってもらうことが必要だと思いま

す。 
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件   名 
日程第３ 議案第52号 

平成 29年度（平成28年度実績）教育委員会点検・評価報告書について 

担 当 課 説 明 等 （教委総務課長補佐）資料に基づき説明 

委員意見要旨 

【意見】 

（委員Ｄ） 

 教育に関しては、どれだけ努力してもＡ評価をつけにくい項目があること

は理解するが、Ｂ評価とした場合、劣っていると受け止められてしまう。 

3 ページの評価一覧をみると、大項目１～２はＡ評価が並ぶが、大項目３に

なるとＢ評価が並んでいる。大項目３の各事業においても評価されるべきも

のもあるので、偏った評価結果とならないよう評価基準の見直しを検討して

ください。 

議 事 結 果 了 承 

 

件   名 
日程第３ 議案第53号 

平成 29年度教職員人事異動基本方針(案)について 

担 当 課 説 明 等 

（学校教育課長）資料に基づき説明 

基本方針(案)について、基本的には昨年度から大きな変化はありません。

変更点は2点で、「総勤務時間の縮減を図ること」及び「自己肯定感の育成」

を新たに掲げています。 

委員質疑確認 

及び 

事務局応答説明 

【質疑・応答】 

人事異動に関することであるため非公開 

（委員Ａ） 

 人事案件に関して、教育委員の役割について説明してください。 

（教育長） 

 教職員の人事異動に関して、今のところ教育長の専決事項となっておりま

して、教育委員さんの意見を取り入れる制度にはなっていません。 

（学校教育課長） 

 管理職の人事に関しては、市教育委員会の内申をもって、県教育委員会が 

行うということになっていますので、2 月下旬から 3 月上旬の定例または臨

時教育委員会で承認をしていただいています。 

（委員Ａ） 

 教職員の人事に関して口を挟むつもりはありませんが、どのような考え方

で人事異動(案)を作成したか、説明していただける機会があればよいとおも

います。 
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（教育長） 

 人事異動に関しては、配置の考え方などについて説明する機会を持ちたい

と思います。  

議 事 結 果 了 承 

 

件   名 

日程第３ 議案第54号 

鳥羽市要保護及び準要保護児童生徒就学援助費給付要綱の一部改正につ

いて 

担 当 課 説 明 等 

（学校教育課長）資料に基づき説明 

 入学に係る保護者の経済的負担の軽減を目的に最も経済援助が必要な時

期である入学前に「新入学児童生徒学用品費等」の早期給付を希望する者に

対応するため所要の改正を行うものです。 

委員質疑確認 

及び 

事務局応答説明 

【質疑・応答】 

（委員Ｂ） 

 就学援助費の支給を決定する際に、保護者の収入だけでなく、例えば祖父

母の援助等も考慮していますか。 

（学校教育課長） 

 給付要綱に基づき、世帯収入の状況により支給の可否を判定しています。 

委員意見要旨 

【意見】 

（委員Ｄ） 

 支給を受ける資格がある方が負い目を感じて申請しないということのな

いよう、制度を説明する際には配慮をお願いします。 

議 事 結 果 了 承 

 

件   名 
日程第４  その他 

１．後援依頼について【事後報告】 

担 当 課 説 明 等 

（総務課長）後援依頼各申請（写し）に基づき説明 

（1）第 5回三重大学・皇學館大学合同シンポジウム     【新規】 

（2）発達障害その理解と対応      【前回：平成28年第11回】 

（3）鳥羽スキークラブ スキー・スノーボード教室 

【前回：平成28年第11回】 

委員質疑確認 

及び 

事務局応答説明 

【質疑・応答】 

なし 

 

議 事 結 果 了 承 
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件   名 
日程第４  その他 

２．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 説 明 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告】 

1.離島留学について 

（学校教育課長より説明） 

 (1)10 月 30日地元説明会を開催（答志島） 

地元からは小中学校の保護者に加え、青年団の年代を含む様々な世代の

約60名が参加しました。 

(2)11月 18日（土）、19日（日）アイランダーに参加（東京・池袋） 

教育長、学校教育課長の2名がアイランダー（全国離島の交流イベント）

に参加し、鳥羽市が実施する事業の一つとして離島留学の案内を行いまし

た。答志島からは寝屋子の島留学実施委員会長が出席し、30分程度のプレ

ゼンテーションによるＰＲを行っていただきました。 

(3)11月 20日(月)官庁訪問（東京） 

日本離島センター、国土交通省、三重テラス、東京事務所等を訪問し、

事業のＰＲを行いました。 

(4)11月 21日(火)マスコミキャラバン（大阪） 

学校教育課長・寝屋子の島実施委員会長の2名で大阪の朝日新聞、毎日

新聞、読売新聞、大阪日日新聞の4社を訪問し事業のＰＲを行いました。

大阪は近鉄沿線であり、都市部ということで、離島留学に来ていただける

可能性があります。答志のかたの親戚が大阪にたくさんみえるということ

もあり、答志とつながりが深い大阪でのＰＲ活動を行いました。大阪の日

日新聞では、昨日（11月 28日）の紙面に記事を掲載していただきました。 

 (5)12 月 2日(土)寝屋子の島見学ツアー第3弾を開催（答志島） 

午前中は餅つき、午後は答志小学校の学習フェスティバルが行われます

ので、その見学ツアーを開催します。教育長と学校教育課長の2名も現地

へ行く予定です。 

 (6)12 月 5日(火)粟島村村長講演（答志島） 

  粟島村村長に講演をしていただき、離島留学についての学習会を行いま

す。 

 

  以上のような流れでＰＲ活動を行ってきています。残念ながら見学ツア

ーの申し込み、正式な離島留学の申し込みは今のところありませんが、県

外から2件、離島留学に関する問い合わせが来ており、実施要項等の資料

を自宅へ送付しているという状況です。 

  12 月 15 日(金)に 1 次募集の締め切りが迫っていますが、1 月末頃まで

締め切りを伸ばして、2次募集をかけていきたいと考えています。 

  なお、ＣＢＣテレビから取材の申し込みがあり、12月 2日・5日に撮影
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担 当 課 説 明 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に入ると連絡がありました。12 月下旬の「イッポウ」という番組内で約

10 分～13 分程度の特集を放映予定です。また、年明けにも引き続き取材

していただく予定です。 

  各メディアの報道に期待しながら、ＰＲ活動を続けていきます。 

 

2.菅島小学校の統合説明会について 

（総務課長より説明） 

  10 月 31 日、教育長、山下委員と教育委員会の各課長が菅島を訪問し説

明会を行いました。 

  菅島小の保護者は、児童数の減少傾向に対する危機感から離島通学制度

の実施に関心を寄せており、9月 28日に保護者5名程度が愛知県の佐久島

小中学校の視察を行いました。佐久島小中学校の取り組みと同様、菅島に

おいても島外から通学する児童の引率を教員ができないかといった意見

も出されましたが、教育長より、教員にそこまで責任を負わせることはで

きないと回答しています。 

  また、答志の寝屋子の島留学実施委員会を参考に、菅島でも地域活性化

に向けた取り組みをしていくための組織を立ち上げたいとの意向であり

ましたので、市の関係各課とも連携しながら地元との協議を継続していく

予定です。 

 

3.社会教育施設等の整備について 

（生涯学習課長より説明） 

 ・旧鳥羽小学校の整備について  

  昨年度に設計業務が終了し本年度から整備事業に取り組んでいきます。

12月補正予算では耐震壁を設ける事業費を要求します。なお、旧鳥羽小学

校の近隣住民のかたに呼び掛けを行い、旧鳥羽小学校の諸室の利用に関し

て11月 30日に意見交換会を行う予定です。博物館としての利用だけでな

く、地元の利用等についても考えていきます。 

  

 ・市民体育館の整備について 

  市民体育館の改修・整備については、国民体育大会前年のプレ大会まで

にやるべき内容、国民体育大会本大会までにやるべき内容、国民体育大会

後にやるべき内容を仕分けしながら、来年6月頃までの期間で全体の設計

業務を発注する予定です。なお、体育館（メイン会場）の改修とサブ施設

を整備する内容で、設計業務は教育委員会で予算計上し、ハード整備にか

かる費用は建設課で予算計上していく方向性で進めていく予定です。 
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 ・海の博物館について 

 博物館の運営に関しての意見をいただくため、運営協議会を立ち上げま

した。12月 5日に第1回目の会議を予定しています。 

委員質疑確認 

及び 

事務局応答説明 

【質疑・応答】 

2.菅島小学校の統合説明会について 

（政策形成過程のため非公開） 

（委員Ａ） 

  離島通学について、佐久島でできていることがなぜ菅島でできないのか

ということに対する教育長の考えはありますか。 

（教育長） 

  佐久島の場合は、本土側に児童生徒がたくさんいて、佐久島へ通学する

子どもがいても学校運営に影響はほとんどありませんが、本市の場合は本

土側の児童数も少なく、学級閉鎖に関わるほど影響が大きいため離島通学

は認めることができないと考えています。 

 

（委員Ｂ） 

  離島通学というのは、市内の児童を対象としたものですか。通学費は保

護者の負担ですか。 

（教育長） 

  近隣市町の公立小中学校では、基本的に他市町への通学は認めていませ

ん。離島通学事業を実施した場合、通学費は市の負担となります。 

 

（委員Ｄ） 

  離島通学は区域外就学にあたり、離島通学を実施すると混乱が生じるこ

とが予想されます。 

（教育長） 

  鳥羽市全体のメリットを考えると、離島通学の実施は困難であると考え

ています。 

 

3.社会教育施設等の整備について 

 ・市民体育館の整備について 

（委員Ｃ） 

  市民体育館の整備について、サブ施設は本設ですか仮設ですか。 

（生涯学習課長） 

  サブ施設はバレーボールのコートが1面とれる大きさで、本設での整備

を要望していく予定です。 
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（教育長） 

  メイン会場となる市民体育館は、入り口の位置を少しずらして 1階玄関

を利用していきたいと考えています。現在は 2 階に玄関がありますが、1

階に玄関・ロビーを配置することで利便性の向上が期待されます。 

議 事 結 果 了 承 

午後3時 30分  閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


